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１．はじめに  

著者らの研究チームは，持続可能な社会構築の一環として『高レベル放射性廃棄物の地層処分事業』（以

下，HLW 事業と表記）に関する社会認識を高めることが必要と考えている．原発賛成・反対に関わらず，す

でに生じている放射性廃棄物を将来にわたり安全な方法で処分することは必須と考えるが，HLW 事業に対す

る社会認知が進んでおらず，事業進捗の道が見えていないのが現状である．2020 年 10 月には北海道の寿都

町および神恵内村が文献調査を受け入れることとなったが，北海道知事や周辺自治体等からは反対意見が示

され今後の進展は未知数である．原子力発電環境整備機構（NUMO）では，HLW 事業に関する資料作成や説

明会開催などを積極的に行っているが，広く理解を得ることに苦労している状況である． 
２．HLW 事業の理解に向けて 

HLW 事業の理解が進まない原因を簡単に論じることはできないが，安全性に対する不安が払しょくされな

いことも大きいと考える．著者らは，土木工学に係る立場から HLW 事業の安全性を技術者の視点でわかり

やすく説明することが必要と考えている．早稲田大学の土木系学生からは，HLW 事業に関して「大学 2 年位

までの教育課程の学生が興味を持ち，さらに深く勉強したいと思わせる“教科書”がない」と指摘を受け

た．一般向けの資料 1) は示されているが，より詳細を学ぼうとすると NUMO/JAEA による高度な専門書にな

ってしまう．HLW 事業に対する社会全体の理解を得るためには，学生に HLW 事業の重要性や安全性を理解

してもらい，科学ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰとして育成することが考えられ，「若手工学技術者の育成」といった課題が浮かび

上がってきた．この課題を問いかけの形で具体化すると表-1 のようになる． 
ここで，トランスサイエンスとは，

「科学によって問うことはできるが，

科学によって答えることのできない問

題群からなる領域」2) で，福島原発にお

ける深刻な事故が起きる可能性とその

対策に関して，トランスサイエンス的

対応ができていなかったという指摘が

ある 3) 。HLW 事業でもそういった領域

での議論が必要と考える． 
HLW 事業の実現と成功のために土木工学技術を活用することが前提であるものの，教育課程において

HLW 事業に関わる科学技術の体系的理解を促し，興味を抱かせるカリキュラム等は整備されていない．著者

らは，このような問題意識に基づき，上記のような「問い」に対する回答として，土木教育の在り方を研究

することが必要であるとの認識に至り本研究に着手した．具体的方策は，後続の（その２）以降で示す． 
３．研究体制 

図-1 に研究体制，図-2 に概要を示す．早稲田大学（理工学術院創造理工学部，国際理工学センター）および

パシフィックコンサルタンツが連携し，大学研究機関や学生組織が参加者として加わり，文系･理系，経験年

数などに関わらず，幅広い視点から地層処分に対する理解を深めるために何が必要かを議論しつつある． 

 キーワード 高レベル放射性廃棄物地層処分，科学ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ，学生ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰ，社会啓発，対話，持続可能  
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 課題 
① 大小様々なインフラ整備事業には多くの土木工学技術者が携わってきたが，ト

ランスサイエンスに分類される HLW 事業では一部の研究者的土木技術者の参

加に留まってはいないか． 
② NUMO の説明資料は HLW 事業がトランスサイエンス問題であると認識して作

成した資料となっているか．また，対話型説明会の資料はとても丁寧に作成さ

れているが，土木工学的に正しく理解を得るための説明としては“ずれ”を生

んではいないか（例：地下水の「ゆっくりとした」流れの表現方法等）． 
③ トランスサイエンス問題を扱える科学コミュニケーターを養成可能な素地（技

術者育成のための環境・教育カリキュラム）が土木工学分野において整備・実

現されているか． 

 

表-1 若手工学技術者の育成における課題 
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４．本研究が目指すもの 

本研究は，将来の科学ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰの育成を目標とし

て，HLW 事業の認知と技術的理解に資する教育教材

を作成し，その情報を市民へ伝えるための学生ｲﾝﾀｰ

ﾌﾟﾘﾀｰの育成と市民との対話方法の在り方を研究する

ことを目指し，以下の具体的活動を進行中である． 
①HLW 事業への理解促進のための土木工学的なコミ

ュニケーションツールの作成 
土木工学分野への研究

課程を希望する学生を対

象に HLW 事業への疑問

や知的興味を抱くような

自然･物理現象を③の対

話活動を通じて抽出し，

NUMO 作成の「知ってほ

しい地層処分」などを基

に，土木工学の観点から

その現象を説明した内容を加味し，同事業へ更なる興味を促すような教科書的資料を作成する． 
②HLW 事業の技術的成立性に関する理解促進のための実験教材の製作（物理現象の実験教材等） 

①と③の活動から，定性的かつ土木工学的に正しく市民が理解できる実験教材を新たに製作する．例えば，

著者らは，ベントナイトの遮水性可視化実験を開発し，多数の実演の中で簡易実験教材が物理現象の理解を助

けることを経験している．実験教材は，研究主体と参加学生が共同して身近に集められる資材を用いて製作し

つつある． 
③科学ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰとしての役割を担うことを見据えた若手ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰの育成 

土木分野の学生を対象として対話型説明会を実施すると共に，HLW 事業に係わる土木技術の知識や理解を

深めるための対話型学習を通じて，学生自らが説明を行うことを念頭におき疑問や課題を抽出し，①②の活動

へ反映する．活動に学生自らが参加してもらうことで，学生ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰの育成を試みる． 
④若手技術者および学生ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰによる社会啓発の実践 

HLW 事業への認識・関心が低い一般の人々を対象に，上記①～③の活動を通じて学んだ「地層処分」につ

いての対話型での説明，アンケート等による意見・感想の回収・整理を行う．このような実践の場を通じ

て，ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰとしての対話技術の向上や課題解決のために必要な取組み，教材等の評価を行うことで，将来

的な科学ｺﾐｭﾆｹｰﾀｰ育成に向けた課題も明らかにしていく． 
本研究は大学との連携でこそ実践できる独自性のある学術的活動であり，また，作成した教材を活用して

学生を「地層処分」のｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰとして育成することは，将来の地層処分を支える人材育成の一助（科学ｺﾐｭﾆ

ｹｰﾀｰ育成）という点で，今後のエネルギー政策にも寄与すると考える． 
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図-2 本研究の概要 

図-1 研究体制
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